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IMO 及び IACS の 動向 （4）
一 mCS 及 び IMO で の 主 な審議 内容 ・結果 の 紹 介

一

国際室

1，は じめに

　本稿 に お い て は，IMO 〔国際海事機関）及び IACS （1正1際

船級協会連合）の 動向を適宜紹介 して い る 。

　第 288 号 で は 「IACS の 動向」と して ，工ACS で の 審議内

容の 紹介に加え，IACS の 目的，絹織及 び IACS で の 本会の

役割を詳細 に紹介 したが，今 写
．
か らは，IACS に て 審議巾の

事項 及 び 最近 IACS に て 採択 され た技術決議 の 内容 を 中心

に紹介す る 。

　また，「IMO の 動向．1と して ，本年 3 月 に 開催 さ れ た 第

60回海洋環 境保護委員会 （MEPC60 ）の 審議結果を紹介す

る。

2．IACS の 動向

2．1　 1ACSに お け る最近の 審議事項

　第 288 号 に て 述 べ た通 り，IACS に は 最終議決機関 で あ る

理 事会 （Council），一
般的な政策検討 を行 う　

・
般政策部会

（GPG ： Gelユcral 　Policy　Group ） が あ り，そ の 下 に 4 つ の 分

野 （Hull，　 Machinery ，　 Statutory 及 び Survey ） の 技術

部会 （Panel ） が 設置 さ れ，統
・
規則 〔UR ：Unified

Requirement ）及 び統
・
解釈 〔UI ： Un丗 ed 　InteXPretation）

等の 制定改廃 に か か わ る審議 を行っ て い る 。
こ れ らの うち．

最近 の 主 な審議事唄 に つ い て 以 下 に 紹介 す る 。 な お，第

288 号で 最近 の 審議事項 と して 紹介 し，審議が 継続中の も

の に つ い て もそ の 最新状 況を含 め，改 め て 紹介す る 、，

2．1．1　 Hull　Panel （船体部会）

　2006年 4月 に施行され た ば ら積み貨物船及 び 二 重船殻油

タ ン カ
t一

の IACS 共通構造 規則 （CSR ：Common 　Structural

Rule） は ，　 Hull　Panel に て ，規 則 改 止等 が 行 わ れ て い る ，

CSR は
， 従来 の UR とは 異なり， 船体構造 に 関 す る船級 要

件 をすべ て 含む共通規則で あ り，IACS が 全会
一・

致 で 採択 し

た もの で ある。UR と異 な りCSR に 対す る IACS メ ンバ ーの

留保権 は な く，その 改正 は 3／4 以上の 多数決 で 決 議す る こ

とが 出 来る 。 な お，CSR の 改 正 ／運用作業 は ，　 Hull　Panel

の 下 に設 置 され た ば ら積 み 貨 物 船 及 び油 タ ン カ
ー一そ れ ぞ れ

専 用 の プ ロ ジ ェ ク トチ
ー

ム が 実 施 して い る 。CSR 一
部改 正

案 は Hull　Panelで の 審議，合意後，各船級協会の 技術委員

会を通 じて 業 界 の レ ビ ュ
ー結 果 を 反 映 させ る プ ロ セ ス を 二

度実施 して ，最終案 が Councilに て 審 議 ，決 議 され る。

（1）IACS 　CSR

　2008 年版の ば ら 積 み 貨物船用及 び 二 重船殻油 タ ン カー
用

CSR に 対する第 2 回
一
部改正 案 に つ い て は，2010年 7 月 1日

を発効 R と して ，2010 年 4 月 に IACS 　Council に て 採択 ，公

表 され た 。 希 な改訂点 は次の とお り。

〔a） ば ら積 み貨物船用 CSR
・UR 　S6 〔鋼材 の 使用区分）（Rev．5）の 取 り入 れ

・
舵 の 操．縦性能 に 関わ る規定 を削除

・
固定点検設備 （PMA ： Permanent 　Means　 o∫Access）

　 の 適 用 の 明確化

　 軽荷 重 量 の 定義

・URS21 との 整合及 び非暴露甲板 の 荷 重

・グ ラ ブ ワ イヤ に よ る損傷 の 防 止

・
建造品質基 準 を 規定 した IACS　Rec．47 の 改正 の 取 り人れ

・
溶接規定 の 明確化

　 マ ス チ ヤ
ート

・
ハ ッ チ カ バ ー

に 関す る規定 の 明確化

（b＞二 重 船殻油 タ ン カー
用 CSR

　 UR 　S6 （鋼 材 0）使用区分 ）（Rev．5）の 取 り入れ

　 下部 ス ッ
ール が無 い 場合 の 波形隔壁 の 要求 ネ ッ ト断面係

　 数 の 追 加

・桁 と桁 を貫 通 す る防撓 材 との 取 り合 い に 関す る規定明 確

　 化

・ク ロ ス タイ の 強度評価

　 ス ロ ッ トの 詳細

・
疲労強度 に 関 わ る構造詳細

・
有限要素解析 （FEA ）の 取 り扱 い の 明確化

（2）ば ら積貨物船 以 外の 船舶 の ハ ッ チ カ バ ー
に 関す る 統

一

　　 規則の 開発

　 ば ら積貨物船，鉱 有運搬船及び 兼用船 の ハ ッ チ カバ ー
に

関 す る 要件は，URS21 と して 既 に 定め られ て い るが ，コ ン

テ ナ 船等 の そ の 他 の 船種 の ハ ッ チ カ バ ー
に つ い て も合理 的

な統
一一

要 件 が必 要 との 認識 か ら，2005年 か ら Hull　Panelの

下 に プ ロ ジ ェ ク トチーム （pr ：ProjectTeam ） が 設 置 され

UR の 開発が 行 わ れ て きた 。
　 UR 案の PT で の 策定 は完丁 し

て お り，Hull　Panelにて 最終審議中で あ る 。

〔3 ）極 厚 鋼 板 の ア レ ス ト性 に 関す る 問題

　 日 本船舶海洋工 学会 か ら近 年大 型 化 す る コ ン テ ナ 船 に 使

用 され る極厚鋼板 の 安全性 に 関す る懸念が IACS に 報 告 さ

れ た こ と を機 に，コ ン テ ナ船 の 極厚鋼板 の ア レ ス ト性 につ

い て Hul1　Paエ1e 】に お い て 検 討が 行 われ て い る 。

　 さ ら に
，
YP47 鋼 を用 い る場 合 の 要件 に つ い て も統

一
的基

準 を策定す る必 要が あ る と して ，極厚鋼 板 の ア レ ス ト性 及
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び YP47 鋼 に 対す る 要件 を検討す る PT を立 ち ヒげた 。

　本会は，本会 に 設置 した 「脆性亀裂 ア レ ス ト設計研究委

員会」 の 成果及び 2008 年 10 月 に 本会 が 発行 し た 「大型 コ

ン テ ナ 船の YP47 鋼 の 使川 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 内容 を

IACS の 統
一

基準等 に 反映 させ る よ う働 きか けて お り，Hull

Paエ1el に て 審議 中 で あ る 。

（4）高張力鋼 の 使用基準 の 見直 し

　船体縦強度要件 の 適用 にお け る高張力鋼 の 使用基準 を規

定 して い る URS4 は，2007 年 4 月 に 降伏応 力が 390N ／mmz

の 高張力鋼 （YP40 鋼 ） に 関す る 規定 が 追加 され ，　 Hull

Panelに よ りそ の 材料係数 K は 0．68 と定め られ た 。 本 UR

は，2007 年 4 月 に 採択 され，施行 さ れ て い る 。

　 しか し，そ の 後 GPG に お い て ，幾 つ か の 船級協会 が

YP40鋼 の 材料係数 K （0．68）の 自船 級規則 へ の 取 り入 れ を

留保 した こ とか ら，現在，留保 に 対す る技術 的妥
’「
牲 の 検

討が Hul1　Panelに お い て 進 め られ て い る と こ ろ で あ る／t

2，1．2　Machinery　Panel （機関部会〉

（1）機器の 型 式承認 に 係わ る環境試験 内容 の 兄直 し

　近年電了制 御 エ ン ジ ン を搭載す る 船舶が 増加 して きて い

るが，同エ ン ジ ン にお い て は，過度 の 振動等 に よ る電 ∫
一
制

御装置 の 不具合 が 報告 され て い る 。
こ の た め，型 式承認時

の 環境試験要件 の 見直 しが 必要 とな っ て い る 。 本会 は，電

子制御 エ ン ジ ン 搭載船 の 船内環境 〔振動及び 温 度） の 実船

計測 を 行 い ，そ の 結果 を踏 まえた 環 境 試験 見 直 しを提 案す

る等 して 改 正 作業 を主導して い る 。

（2）危 険 場
．
所 に お け る 電 気機 器の 要 件 の 見 直 し

　 タ ン カ
ー

の 危 険 場所 に お け る 電気機 器 の 取扱 い が，船 級

協会間で 異 な る こ とか ら，そ の 取扱 い の 整理 を行 っ て い る 。

具体的 に は，貨物 ポ ン プ室内の フ ァ ン 用電 動機 の 配置 に 関

し て は，関連業界 か ら統
・
的 な取扱 い が 求 め ら れ て お り，

本会は，合理的 な取扱 い の 提案 を行 い 審議 を主 導 して い る ，

（3）防爆機器 の 検査要称 の 作成

　SOLAS 等で 参照 さ れ て い る 防爆 電気機器 に 関す る規格の

改正 に伴 い
， 危険場所 に 設置 さ れ る 防爆電気機器の 検査 JU

則及 び 同検査 に 携 わ る検査員の 教育訓練指針 の 策定が 必 要

と な っ た。

　 こ の ため ，本会も参加 した 胃 に て，爆発事故の 原因 とな

りうる 電気機器 の 不良箇所 の 保守点検強化 と検査 員 の 能 力

向 ヒを 図 る UR 案 と IACS 　Recornmendation 案の 作 成 を彳l　o

た 。 その 後，Survey　Panelで の 検討 を経 て ，史 な る 修 正 案

が 作 成 され，Machinery　Panel に て 審議中で あ る 。

2．1．3　Survey　Panel （検査部会）

（1）PMA に 関す る UI　SC191 の 継 続 的 見 直 し

　 固 定点検 設備 （PMA ： Permanent　Means 　o．f　Access）の

「革新的 な手段」 と i代替手段」 に 関 し，各 メ ンバ ー
問で ，

統
一

した承 認 が で きる よ う検討 し，UI　SC191 の 継続 的 な見

直 し を 行 っ て い る。本会 よ り，ば ら積 み 貨 物 船 の 二 重 底 燃

料油 タ ン ク の 点検設 備 につ い て UI を作 成す る 事 を提案 し ，

Survey　Panelに て審議中で ある。

2．1．4　Statutory　Panel （条約部会）

〔1） 非常 川 消 火 ポ ン プ の 吸 込揚 程 〔IACS 　UI　SC178 関

　　連）

　火災安全設備 （FSS ）コ
ー

ド第 12章 2，2．1．3 におい て ，非

常用消火 ポ ン プ の 吸込揚程 は ，就航 申 起 こ り得 る 全 て の 傾

斜角及 び動揺 の 状態 ドにお い て もSOIAS 条約 及 び FSS コ
ー

ドに 規定される 要件 を満足す る こ とが規定されて い る 。 し

か し な が ら，傾 斜角及 び 動 揺 に 関 す る 規 定が 不 明確 で あ る

こ とから，こ れ らを明確 にす る条文解釈 を検刮 して い る，

　 2009 年 2 月 に 開催 され た IMO 第 53 囘防火小委員会

（FP53 ） に お い て ，こ れ ら を明 確 に す べ く UI　SC178 案 を

提案 した が ， 合意 に至 らなか っ た 。 こ の ため ，UI　SC178

の さ らな る 修正 提案 を作成 し，2010 年 4 月 に 開催 の FP54

に 提出 し た。修正 さ れ た UI 案 の
．ll要 な 内容 は 以 下 の とお

り。

　（a ）航海状態 （バ ラ ス ト水交換 中の 経過状態 を含 む） に

　　 つ い て ，船 の 長 さ で 決定 さ れ る ピ ッ チ ン グ 及 び ヒ
ー

　　 ブ並 び に ビ ル ジ キ
ール の 有無で 決定 さ れる ロ

ー
ル を

　　 考慮 した 状態で ，非常用消火ポ ン プが 機能す る こ と．J

　（b） プ ロ ペ ラ 没水 2／3 状態 に 相当す る 喫水状態 （Even

　　 KeeD 及 び承認 され た復原性資料 に 記載 され る 最 も

　　　喫水が 浅 い バ ラ ス ト入港状態 （い ず れ の 状態 も船体

　　 動揺 は考慮 し な い ）に お い て ，非常用 消 火 ポ ン プが

　　　機能す る こ と。

　（c ＞保護 され た水域 の み を航行す る船 舶 につ い て は，プ ロ

　　 ペ ラ 没 水 2／3 状 態 に相 当す る 喫 水状 態 （Even 　Keel）

　　　に お い て ，非常用消火ポ ン プ が 機能す る こ と。

　（d＞停泊状態 （荷役 目」） を考慮 す る必要は ない
。

2．1．5　CSR 調和 と GBS 適合

（1）CSR の 調和作業

　 2006年 4 月に 施行 され た ば ら積 み 貨物 船 用 及 び二 重 船 殻

油 タ ン カ
ー

用 の 2 つ の CSR につ い て は ，そ の 採択時に お い

て ，IACS は特 に H 木 の 業界 か らの 強 い 要 請 を受 けて ，両 者

を将来
一

つ の 規 則 に 調和 させ る こ とを公約 した。CSR の

2006年か ら 1年 間 の 運 用 を経 て，2011年末 を 目標 に CSR の

調和作業 5 ヵ 年計 画が 策 定 され た 。

　 CSR 調 和 作業 は
， 専任 2名 の プ ロ ジ ェ ク トマ ネ

ージ ャ の

下 に 設 置 され た 9 の プ ロ ジ ェ ク トチ ー
ム （  波浪荷 重， 

座屈 ，   r自：接強度計算，  腐食，  溶 接 ，  ハ ッ チ コ
ー

ナ

ーの 疲労，  就 航 船 ，  疲 労 ，  焼 則 算式） に よ り鋭 意 作

業 が 進 め られ て い る。調和規則 は，ば ら積 み 貨物船及 び二

重 船殻油 タ ン カ
ー

の 共通 部，並 び に ば ら積 み 貨物船及 び二

重 船殻油 タ ン カ
ー

に 特 有 の 規 定 か ら な る 3 部 構成の 予 定 で

あ る 。

　 な お，CSR の 調和作業 は，従来，　 Councilが CSR に 関 す

る 諮 問 グ ル
ープ （SG ／CSR ： Smal】Group 　on 　CSR）を通 じ

て 直接管理 す る体制 の 下 で 行 わ れ て きた ．し か し
， 調 和作
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図 1 新 しい CSR の 検 討 体 制

業 の 統括的 な管理 ，GBS 適合作業へ の 対応等 か ら，新 しい

CSR の 検討体 制 （図 1参照 〉に 移行 した。新体制の ドで は，

Hull　Panelの 下 に調和 プ ロ ジ ェ ク トマ ネージ ャ 及 び プ ロ ジ

．L ク トチーム が 置 か れ る ため ，今後 は Hull　Panelが 調 和 作

業 に 関す る 技術審議 の 責任 を負 うこ と と な る。

（2）IMO 　GBS へ の 適合

　IMO 第 86 回海上 安全委員会 （MSC86 ）に お い て，ば ら

積 み貨物船及 び 二 重船殻油 タ ン カーを対象とす る GBS を強

制 化 す る SOLAS 条約 改 正 案及 び GBS の 機能 要件等 を定め

た決議 案が承 認 され，2010年 5月 に 開催 され る第 87回海 ヒ

安全委員会 （MSC87 ）で 採択 される 見込み で ある。

　IMO 　GBS が採択 され る と，2015年1 月か ら 建造契約 を締

結す る長 さ 150m 以上 の ば ら積み貨物船及 び．：重船殻油 タ

ン カ
ー

に適用する各船級協会規則 は，IMO 　GBS に定 め られ

る 機 能 要件 を満 た す こ と を証 明 し，IMO か ら事前 に承 認 を

受け て お く必要が ある．＝また，IMO 　GBS には ，
　 CSR が カ バ

ー
して い ない 機能要件 が含 まれ て お りCSR に基づ く船級規

則が GBS に 適合する た め に は ，　 CSR と GBS の ギ ャ ッ プ を解

消す る た め の 改 〒E作業を行 う必要があ る 。 こ の た め
，
IACS

で は，現在開発 中の 調和 CSR を GBS に 適合 させ る こ と，及

び CSR と GBS の ギ ャ ッ プ を解 消 す る作 業 は可 能 な限 りCSR

調和作業 の 巾で 行 うこ と に 合
一
意 して，CSR 調和 作業 を進 め

る こ と と した 。

　
一

方，IMO 事 務 局 は，　 IMO に よ る 船級規則の GBS 適合

検 証 作業 の た め，2012 年末 まで に各船 級 協 会 が GBS に 適 合

する 規則 を IMO に 提出する こ と を求め る ス ケ ジ ュ
ー

ル 案 を

提 出 し た。こ れ に対 し て ， IACS は，本会が 議長を務 め る

GBS に関 す る専 門 家 グル
ー

プ （EG ／GBS ：Expert　Group

on 　GBS）に て，　 GBS 適合性検証 の ス ケ ジュ
ール や検証を行

うた め の 人 的資源 や財 源 な ど に 関す る 検討 を行 い ，そ の 見

解 を まとめ た 提 案文書 を MSC87 に 提 出 した。具 体 的 には，

IMO 事務局か ら提案され て い る ス ケ ジュ
ール は 非常 に過密

な もの と な っ て い る こ とか ら，IACS の CSR 調 和 作 業 を考

慮 に入 れ て 見直す よ う提案 して い る。

2．2 　1ACS で最近採択 さ れ た 技術決議

　 2009年 7月 か ら 12月 まで に mCS で採択 され た技術決議

につ い て ，IACS　CSR を表 1 に，　 UR を表 2 に，　 UI を表 3 に

そ れ ぞ れ 示す。こ れ ら決議の テ キ ス ト及 び そ の 技術背景は

IACS ホーム ペ ージ （http：〃 www ．iacs．org ．uk ／）に公 開 さ

れ て い る。な お，こ れ らの 規 則 は，本会 の 該当する 専門委

員会及 び 技術委員会 に よ る審議 を受けて，本会鋼船規則 に

取 り入れ られ る。

　また，本会の ホ
ー

ム ペ ージ （http：／／www ．classnk ．or．jp／〉

に お い て は，IACS ホーム ペ ージ に は 掲載 さ れ て い な い ，

UR 及 び UI の ア ン ダーラ イ ン バ ージ ョ ン （改 正 前 と改正 後

の 変更箇所 を明 確 に した もの ）を掲 載 して い る 。ま た，

CSR に つ い て は ，テ キ ス ト本文 の 和英版 の ほ か ，質問 ・
要

望 事項 に 対す る IACS 回答及 び 共通解釈 の 和英版 も掲載 し

て い るの で，そ ち ら も参照 さ れ た い 。
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表 1　 2009年 7 月
一12 月 に 採択 さ れ た CSR （共通構造規則） の改正

一
覧

規 則 名 改 訂 採択 日 適用 口

CSR 　for　Double 　Hull 　Oil　Tankers 2008Rule 　Change 　Notice　1 11Nov ．20091Feb ．2010

表 22009 年 7 月一12 月 に 採 択 さ れ た UR （統一規 則〉の 改正 一
覧

UR 番号 改訂 採択 口 タ イ トル 適 用 H

W22 Rev ．5 Dec ．2009Offshore 　Mooring 　Chain 1Ju1 ．2011

W13 Rev．4 Oct．2009Thickness 　tolerances　of 　steel 　plates 　and 　wide 　flats 1Jan ．2011

表 3　2009 年 7 月一12 月 に 採 択 され た U1 （統
一

解釈）の 改正 ／新規制定
一

覧

UR 番 号 改訂 採択 日 タ イ トル 適 用 目

SC35 Rev ．2 Sep．2009Fixed 　Fire　De七ec 七ion　 and 　Fire　Alarm　System 1JuL 　2010

SC163Rev ．2 Sep ．2009Emergency
　fire　punlps 　in　cargo 　ships −sea 　suction 　and

sea 　valve

1Jan ．2010

　表 1 か ら表 3 に 掲 げ ら れ た 2009 年 7 月か ら 12 月 ま で に

IACS で 採択 さ れ た技術決議 の 内容 を 以 下 に 紹介す る 。

（1）二 重船殻油 タ ン カー用 CSR

　2008年版 の 二 重 船 殻油 タ ン カー用 CSR に対 す る 第 1回一

部改正 が 2009年 1 月に IACS　Councilに て 採択 され，2009年

7 月 1 日以 降 に 建造契約 を締結す る 船舶へ の 適用が 予定 され

て い た 。 しか し，国際業界団体 か ら船底及 び船 側 外板 の 最

小板厚 の 規定 の 見直 し又 は 更なる技術背景の 説明 を求め る

強 い 要請 を受け，MCS 　Council は 2009 年 6 月 に 異 例 の 適 川

延 期 を決定 し，当該
一

部改 正 規定 の 再審議 を行 うこ と とな

っ た 。 再審議 の 結果，見直 し要請 の あ っ た船尾部外板 の 最

小 板厚 に 関す る 規 定の 改正 を除 く
．．一
部 改 正 が，2010 年 2 月

1 日か ら施行 さ れ た 。 な お，施行す る 第 1 回
一

部改 正 か ら削

除 さ れ た 船尾部外板 の 最小板厚 に 関す る規定 に つ い て は，

船首尾部 の 船側外板 及 び 甲板等 の 板厚 は 船 の 長 さ方向 に 急

激 に 減 じ て は な ら な い 旨 の 共通解釈 （CI ： Common

Interpretation）が 作成 され，本年 1 月 1 日 よ り施行 さ れ た 。

  URW22

　本 UR は
， 海洋構造物 の 係留鎖 に 対す る 材料，設 計 及 び

試験等 の 要件 を規定 した もの で あ る 。 今回の 改正 に よ り，

高強度 の 係留鎖 及 び ス タ ッ ド無 し係留鎖 に 対す る 規定が 追

加 さ れ た 。

（3）URW13

　本 UR は，船 体構造 物 や 機 関 ・機 器 等 に使 用 され る 圧延

鋼 材 の 板 厚 公 差 に 関 す る 要 件 を規 定 した もの で あ る 。 今回

の 改正 に よ り，鋼板 の 局所的な負 の 板厚公差 は 認め られ る

もの の ，計測 され た 平均板厚 は公 称板厚 を下 回 っ て は な ら

ない との 規定 に 改 め られ た。

（4＞UI　SC35

　本 UI は，　 FSS コ
ー

ド 9．2．2 に お い て 規定 され る 火 災探 知

警報装置へ の 2 系統 の 給 電 に 関 す る 要 件 の 解 釈 で あ る 。 改

正 前 は，分竃 盤 経 由 の 給 電 が 禁止 さ れ て い る との 解 釈 で あ

っ た が，分電 盤 へ の 給電 に不具合が 生 じた 場合 に も蓄電 池

等か ら連続して 給電 で きる こ とを条件 に，分竃 盤経由で 給

電 が 認 め られ る と の 解 釈 に 改 め られ た。さ らに，2系統 の

電源供給源 と して ，蓄電池や 非常用配電盤 か らの 供給 も認

め られ る との 解釈が 追加 さ れ た ，

（5）UI　SC163

　SOLAS 及 び FSS コ
ー

ドに おい て 規定される 非常用消火ポ

ン プ の 容量 に 関 し，本 UI は ，当該ポ ン プ を他 の 固定式消 火

装 置へ の 給水に も使用す る 場合 に 必 要 な容量 に 関す る解釈

を規定 して い る 。 主 な改 正 内容 は次の とお り。

　 （a）当該 ポ ン プ の 容量 は，給水 を行 う他の 固定式 消 火 装

　　　 置に必 要 な容量 に，通 常 の 2 条射水 に必 要 な容 量 を

　　　 加 え た もの とす る 。

　 （b）2 条射水 に 必要な容量 は，船上 に 備 え られ て い る最

　　　 も大 き な消 火 ノ ズ ル 径 で 決定 され ，ノ ズ ル 径 が 16

　　　 mm 及 び 19　 mm の 場合 ，1 条 あ た りそ れ ぞ れ 16

　　　 M3 ／h 及 び 23．5　m3fh で 計算す る。

3．IMO の動向

　2010 年 3 月 に 開催 さ れ た 第 60 回 海 洋環境保護委 員 会

（MEPC60 ）の 審議概要 を紹介す る 。

（1）強制要件 の 改正 の 検討及 び採択

　以 下 の 強 制 要件 の 改 正 が 採択 され た。

　（a）ECA 指定 に 関 する MARPOL 条約附属書 VI の 改 if’

　米国 ・カ ナ ダ の 沿岸 200 海里 内 を NOx ，　 SOx 及び粒 子 状

物質 （PM ：Particulate　Matter）の放 出 規制海域 （ECA ：

Emission　Control　Area） に指 定す る と の MARPOL 条約附

属 書 VI の 改正 案 が 採択 さ れ た 。 本改 正 は 2011年 8月 1 日に

発効 。 但 し，SOx 規制値適 用 は，発 効 目か ら 12ヶ 月 間猶予
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91 IMO 及 び IACS の 動 向 （4）

され る た め ，2012 年 8 月 1n か ら の 適川 （適用時 に お け る

SOx 規 制値 ： 1．00 ％ ［m ／m ］） とな る。

　 （b）南極海城 に おけ る 重質油輸送 に 関す る MARPOL 附

　　　 属書 1の 改 正

　　　南極海域 にお け る重質油 の ば ら積 み 貨物 と して の 輸

　　送 を 禁⊥Lす る，MARPOL 条約附 属書 1の 改正 案 （第 9

　　章 の 追 加）が採択 され た 。 本改 正 は 2011 年 8 月 11「 に

　　発効 。

　　　 な お，輸送が 禁 IEされ る重 質油 は 以 下 の 通 り。

　　　
・15℃ に お い て 密度 900kg／M3 以 ヒの 原油

　　　
・
原油以 外 の ，15℃ にお い て 密度 900  ／m3 以 Eの 油 ，

　　　　 又 は 50℃ にお い て 動粘性係数 18〔  m2 ／s 以 上 の 油

　　　
・
ア ス フ ァ ル ト，タ

ー
ル ，及び そ れ らの 乳 化物

（2）バ ラ ス ト水管理 条約

　2004年に採択 され た バ ラ ス ト水管琿 条約 （現在未発効）

で 規 定 され る バ ラス 1・水 処 理 装 置 は，IMO の ガ イ ドラ イ ン

に基 づ き卞 管庁 に よ っ て 承 認 （型 式承 認） さ れ な けれ ば な

ら な い
。　

．一
方，バ ラ ス ト水処理 装 置に有害水生 牛物や 病原

菌 を殺 傷 ・減 菌 す る た め の 活 性 物 質 が 使 用 され る 場 合 は ，

IMO に よ る 活性物質学体の 評価 を行 っ た 承認 〔基本承認）

及 び 処理装置 と し て の 総合的な評価 を行 っ た承認 （最終承

認 ） が 必 要 とな っ て い る 。

　本条約の 発効条件 （30 ヶ 国以 ヒの 批 准か つ 合計商船船腹

量 の 比率が 35 ％ 以 上 と なっ た 12 ヵ 月後 に 発効） に 対す る

現在 の 批准状況 は，22 ヶ 国 〔リベ リア ，フ ラ ン ス 等），合計

商船船腹量 に 対す る 比 率 は 22．65 ％ で あ る （201   年 3 月末

現 在）。

　本会合 に お い て
，

バ ラ ス ト水管理 条約 に規定 され て い る

適用日に 従 い ，新造船 に バ ラス ト水管理 シ ス テ ム 搭載 の 導

入 を促 す こ とを ｝1管庁 に 求め る MEPC 決議が 採択 され た 。

　 なお，新 た に活性物質 を用 い た バ ラ ス ト水処理装置 の 基

本承認が 8件，同最終承認 が 4作行 わ れ た 。 こ の 結果，こ れ

ま で に 承認 され た もの を含 め る と，活性物質 を用い た バ ラ

ス ト水処理装置 の 基本承認 は 24 件，最終承認 は 12件 とな

っ た 。 こ の 承認状況 を表 4 に 示す 。

（3） シ ッ プ リサ イ ク ル 条約

　 シ ッ プ リサ イ クル 条約 （現在未発効）が 2009年 5 月 に 採

択 され た際 ，IMO は 同条 約 の 実施 に必 要 な検査 及 び 証 書並

び に PSC 等 に 関 す る 6 の ガ イ ドラ イ ン の 作 成 に合 意 した。

そ の 後，そ の うち の 1 つ で あ る有害物質イ ン ベ ン トリ作成

ガ イ ドラ イ ン は採択 され，残 り 5 の ガ イ ドラ イ ン を開発 中

で あ る。本 会 合 で は ，当該 ガ イ ドライ ン の 審議 ス ケ ジ ュ
ー

ル （表 5参照 ）が 合 意 され た。

　 また，「船舶 リサ イ クル 施 設 に関 す る ガ イ ドライ ン」 につ

い て ，前 回 会 合 （MEPC59 ） に て 設 置 さ れ た 通 信 部 会

〔CG ： Correspondence 　Group ）に お い て 作成 され た ド ラフ

トをべ 一
ス に詳細検討が行 わ れ，当ガ イ ドラ イ ン の 目次及

び そ の 枠細 み が 合意 され た。また，「船舶 リサ イ クル 計画 に

関する ガ イ ドラ イ ン」 の あ り方に つ い て 議論が 開始 さ れ た。

　 こ れ ら 2 つ の ガ イドラ イン，並 び に 「船舶 リサ イクル 施

設 の 承認 に 関 す る ガ イ ドラ イ ン」 の 審議を進め るた め ，CG

を再設置す る こ とが 合意 さ れ た 。

表 4　 バ ラ ス ト水処理 装置の 承認状況

1灘纖 1攤蠶 灘 il蕪
羹1萎鑾 1齷孅

卑慝
　　　　　 鞭

鑠講　　　　
鰍

蠶　炉

麟 麟i， 、 糶

　 　 　
’
鰻 器

　 灘 轢妃 F

　　　難鑼 黼1
Alfa−Laval
Tumba 　AG

PureBallast ス ウ ェ
ー

デ ン
フ ィ ル ター

＋

uV （光触媒）
取 得 済 取得済 ノル ウ ェ

ー

Harnann 　AG SEDNA 　system ドイツ

遠 心 分離i器 ＋ フィル ター
＋　Peraclean　Ocear〕（過

酢酸／過酸化水素）

取得済 取得済 ドイ ツ

Ocean　Saver　ASOceanSaver ノ ル ウ ェ
ー

フ ィ ル タ
ー

＋

キ ャ ビテ
ー

シ ョ ン ＋

脱酸素 ＋ 電 気分解

取 得 済 取得済 ノ ル ウ ェ
ー

TECHCROSS
INC

Electro−Clea皿 韓国 電気分解 取得済 取得済 韓 国

日立 プ ラ ン 1・テ ク

ノ ロ ジー Clear　Ballast 日本
凝集磁気分離 ＋

フ ィ ル タ
ー 取 得 済 取得済 凵本

三 井造船

Special　Pipe　Ballast
Water 　Management
System

日本
フ ィ ル タ

ー
　＋　 オ ゾ ン

＋ キ ャ ビテーシ ョ ン
取得済
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1　韈難 鑾
爨　 鞭．、 li

1
、 ． 纏 繋
鑞 　 　 …　 　 鰈 　覊 覊鑼 灘　攤

鑾

黻鰈購嬲鞴韆 驪靉韈霧、轟灘、
攤 i窄
　 韆

妃鰯舞難攤轗灘
JFEエ ン ジ ニ ア リ

ン グ ／ TG コ ーポ

レ
ー

シ ョ ン

JFE− BWMS 目本

ブ イ ル タ　＋

TGBallastcleaner（次亜

塩素酸ナ トリ ウ ム ） ＋

ベ ン チ ュ リ

　 　 　 琴

取得済 取得済

RWO CleanBallast　（Ectosys） ス ウ ェ
ー

デ ン フ ィル タ
ー

＋ 電気分解 取得済 取 得済

Resource　Bailast
Technologies　PtyResource

　Ballast
Techllologies　System 南ア フ リ カ

キ ャ ビ テ
ーシ ョ ン ＋

電気分解 ＋ オゾ ン ＋

フ ィ ル タ
ー

取得済 取得済

PANASIA 　CO ，，
LTD ．

GloEn −Patrol 韓 国 フ ィ ル タ
ー

＋ UV 取 得済 取得済

NK 　CO ．，　 LTD ．，
NK 　O3　Blue　Ballas耄
System 韓 国 オ ゾ ン 取得済 取得済 韓国

Greenship
Greenship

’
s　Ballast

Water 　Management
System

オ ラ ン ダ 遠 心 分 離 ＋ 電気分解 取得済 取得済

Ecochlor　Inc．
Ecochlor　Ballast　Water
Treatment 　System ドイ ツ

フ ィル タ
ー ＋

．：酸化塩素
取得済

China　Ocean
ShiPP血9 （Gr。 up ）
COmpany ＆

Tsinghua
Unversity

Blue　Ocean　Shield
BalLast　Water
Management 　System

中国
遠心 分 離 ＋

ブ イ ル タ
ー

＋ UV 取得済

HHI
HHI 　BWMS
（EcoBallast）

韓 国 ブ イ ル タ
ー ＋ UV 取得済 取得済

Aquaworx 　ATCAquaTriCombTM
　Balast

Water　treatmellt　sys しem
ドイ ツ ブ イ ル タ ー ＋ UV 取得済

Simens SiCURETM 　BWMS ドイ ツ フ ィ ル ター ＋ 電 気分角乍 取得済

Sunrui　CFCC Sunrui　BWMS 中国 フ ィ ル ター ＋ 電 気分 解 取 得 済

DESMI 　Qcean
Guard　 A／S

DESM10cean 　Guard
BWMS

デ ン マ ーク

フ ィ ル ター ＋ オ ゾ ン

＋ キ ャ ビ テ
ーシ ョ ン

＋ UV
取得済

21st　Century
Shipbuilding　Co．，
Ltd．

Blue　Ocean 　Guardian
（BOG ） BWMS

韓国
フ ィル ター ＋ プ ラ ズマ

＋ UV
取 得 済

HH τ
HIII　BWMS
図
HiBallasビ

韓 国 フ ィ ル タ
ー ＋ 電気分解 取得済

Kwang 　San　Co．，
Ltd．

KS 　BWMS
“En −Ballast

” 韓国 フ ィ ル ター ＋ 電気分解 取得済

Qingdao　Headway
Technology 　Co．，
Ltd．

OceanGuard　BWMS ノ ル ウ ェ
ー フ ィ ル ター ＋ 電 気触媒

＋ 超 音 波
取 得 済

一 92 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

93 IMO 及 び 1ACS の 動 向 （4）

韈飜　響 1
　　　　難　

1

　　　　　簓

蒹鼕　　 1
讌　

妃

　 　 　
・§　 鼕

　　 　 郵

萋　 　
弄
　 　 譱　 　 　

窄

獲
　 　 　 　 　 　 　 炉鬘

　　　訂 攤 ・戀 馨

灘驪 齷 鑼 ．

鸛

魏

攤 蠣鑞鑿馨　
駕

騾 鑼
フ ィ ル ター ＋ 電 気分解

1 嬲 鑼鑼覊醜
Severn　Trent　　　 Severn　Trent　DeNora
DeNora　　　　　 BalPure   BWMS

ドイ ツ 取得済

（注 1）申請国 ：活性物質の 基本及 び 最終承認 に 関するIMO へ の 申請 を行 っ た 国

（注 2）G9 ：活性物質 を使用 す る バ ラ ス ト水管理 シ ス テ ム の 承 認 に 関 す る手 順

（注 3） G8 ：バ ラ ス ト水管埋 シ ス テ ム の 承認 に 関する ガ イ ドラ イ ン

〔注 4）基本承認及び 最終承認の 列 の 下 線部 は
，
MEPC60 で 承認 され た製品で あ る こ と を示 す

（庄 5）承認国 ；バ ラ ス ト水処 理 装 置 の 型 武承 認 を行 っ た 国

（参考）活性物質 が使 用 され ない 旗国の G8 ガ イドラ イン に 従 っ た 型 式 承 認 を取 得 した バ ラス ト水処理装置
ぎ

讐
靉
豢

鑿

靉 ．
・　 縦 ．，菱

覊灘 　　誓　 　 莓　 　 《恥霧　　　　　　　　　寧嚀‘摩炉

饑

灘 灘羅

撚 融
莠

謬 囎 　　　 自

　
配
　　　　　　　　　逹

鸚 一

讙欝

轢
驪鷲
　　　　　　　　遣

轗 　　 綴灘 撚醗，鰲韈嬲糀飜
Opt1Marine 　ASOptiMar 　Ballast　Systems ノ ル ウ ェ

ー　　　フ ィ ル ター ＋ UV ノ ル ウ ェ
ー

NEI　 Treatment
SyStem

Venturi　Oxygen
Strippin9

　　　　　　　　 脱酸素 ＋

ア メ リカ
キ ャ ビ テーシ ョ ン

リベ リア

Hyde　Marine　IIlc． Hyde 　GURDIANTM ア メ リカ フ ィ ル ター ＋ UV UK

表 5　シ ッ プ リ サ イ クル 条約 に関 す る 各種 ガ イ ドラ イ ン の 審議 ス ケ ジ ュ
ー

ル

欝攤 欝灘蘓灘1繍臨鑞 翻
钁
韈 鏃・縄礁驚：覊轢麟轗鑞難 瓢｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔
有害物質イ ンベ ン ト リ作成 ガ イ ドラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 …
イ ン

新造船及 び現存船 の イ ン ベ ン トリ作成に

関す る 手法及 び作成例，イ ン ベ ン トリの

難驫 轍 答鰭嬲 裏鸚
細 に 定 め た指針 ．

　 　 　 　 　 旨

　　　　　「
一一一
　 IM瓢激

て

　　　　　i
　 　 　 　 　 5

製
… 一 ・・す ・ ガ ・ ド 脳襲条羅 蠶驢 膿 副 、蛤嬲 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 1な必 要事項 を包括的 に提示す る指針　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
11

騨甥
一 ・一 ・ 驢 鑾 繕攤 繕欝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝

　　　　　　　　　i
l　 MEPC 　6ユ　　 i　 MEPC 　62

｝　　（2010年9月）　　
1

　 （201ユ年7月）
1

鼎 診鯵
一 姻 響 縱 協 ‡攤 i撫 ・ 1攜 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

轍 。証 。 。 関 す 。 ガ イ ド。 、 。 跨窺罐 難 纛 璽 ：響
　　　　　　　　　　　　　　　　　1交付 され る こ と を確保す る た め の 指針

　 　 MEPC 　62
　　（2011年7月）
…

　 　 MEPC 　64
　 （2012年10月）．
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（4）温 室 効 果 ガ ス （GHG ）関 連

　 気候 変動 枠組 み 条約 （UNFCCC ： United　Nations

Frarnework　Convention　on 　Climate　Change＞京都議定書 に

よ り，温室効 果 ガ ス （GHG ： Greenhouse 　Gas ） を 2008年

〜2012 年まで の 間 に 1990 年比で 5 ％削減 を ト｛標 と して ，

日本 は 6 ％ ，欧 州 は 8 ％ の 削減義務 を負っ て い る、発展途上

国 は，「共通 で あ る が 差 異 あ る 責任 （CBDR 聖 Common

but　differentiated　responsibility ）」の 原則 に より，京都議定

書 で は削減義務 を負 っ て い ない
。

　沖）地 球環境問題 に 対 して は 共通責任 が あ る が
， 各国へ

　 の 責任図避 へ の 寄与度 と能力 と は異 な っ て い る と い う考

　 え方

　 2009年 12 月 コ ペ ン ハ
ーゲ ン に て 開催 され た UNFCCC 第

15 回締約国会議 （COP15 ：CoIlference　of 　the　Parties　15）

にお い て は，2013年以 降の ポ ス ト京都議定書 の 新た な枠組

み に つ い て の 合 意 に至 らな か っ た、，ま た，今 後 の 国際 海 運

の 取 り扱い に つ い て も審議が 行 わ れ た が，各国意 見 の 折 り

合 い が付 か ず，今後の UNFCCC 及 び IMO の 役割等につ い

て 最終的 な合 意 文 書 に は盛 り込 まれ な か っ た。

　 本会合 にお い て は，エ ネル ギ ー
効率設計指標 （EEDI ：

Energy　Efficiency　Design　lndex）及 び船舶 エ ネル ギー効率

管 理 計画 （SEEMP ：Ship　Energy　Efficiency　Management

Plan）の 強 制化，並 び に 経 済 的 手法等 に つ い て 審議が 行 わ

れ た。

　　（a）EEDI 及 び SEEMP の 強制化 に つ い て

　　　MARPOL 条約 附 属 書 M の 改 正 と し て
，
　 EEDI 及 び

　　 SEEMP の 強制 化 が 審議 さ れ，以下 の 基本方針が 概ね

　 　 合 意 され た 。

　　 ・総 トン 数 400 トン 以 ．．ヒの 船舶 〔寛 気推進船等
・
部の

　　　 船舶 を除 く）に つ い て は EEDI を計算する こ と

　　 ・　 ・
定 サ イズ 以 上 の 船 舶 （電 気推進船の 船 舶 を 除 く）

　　　 は ，EEDI が 規 制値 を ク リ ア す る こ と

　　 ・SEEMP は船 L保管 の み 要求 され，承認 お よび 検査

　 　 　 は 要 求 しな い

　　　 ま た ，i1本提案 で あ る EEDI 認証 ガ イ ドラ イ ン

　　 （MEPC ．1／Circ，682）に 対する 問題提議及び！r多正 提案 に

　　 つ い て も審議 され た 。

　　　 次 回 会 合 〔MEPC 　61）で の 当該条約改正 案 の 承 認 を

　　 目途 と して，2010年 6 月 28 目〜7 月 2H に MEPC 中 間

　　 会合 を開催 し，EEDI の 適 用対象と な る船種 及 びサ イ

　　 ズ ，ベ ース ラ イ ン の 確 立 等 につ い て 審議予 定。

　　（b）経済 的 手法の 検討

　　　 燃料油課金，排出量取引等 の 経済的 手法 につ い て検

　　 討 を行 うた め ，専 門 家会 合 を 設 置 す る こ とが 合意 され

　　 た 。 今後，各経済的手法 につ い て 実 施 の 「［」
．
能性 ， 海 運

　　 へ の 影響評仙等 につ い て 分 析 を行 う予定 。

　　　 また，同検討結果 を次回会合 （MEPC 　61） に報告 す

　　 る こ と．及 び 2010 年 9 月 に MEPC 中 間 会 合 を 開催 す る

こ と が 合意 され た 。

4．お わ りに

　1968 年の IACS 創設以来 の メ ン バ ー
で ある本会 は

，
こ れ

ま で に 3度 の IACS 議長協会 を務め て きて お り，2010 年 7 月

か ら 1 年問 は
，
4 回 目の 議長協会 を務 め る こ と と なる 。

　 また，IMO に 関して は，木会は従来か ら凵本代表団又 は

IACS 代表団 の
一

員 として，各種委員会，小委員会 に 参加 し

て きて い る 。 こ れ に 加 え，IACS 議長協会 と して
，
　 MSC 及

び MEPC に 参加す る IACS 代表団 を主 導す る こ と とな る 。

　従 っ て ，こ の 議長協会 と な る機会を捉 え，こ れ ま で 以．ヒ

に，海 Eの 安全 及 び海洋環境 の 保護並 び に 海事 産業 の 発 展

に 貢献，寄与すべ く，IACS 及び IMO 等 の 国際活動 に積極

的 に取 り組 む所存で あ る。
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